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分類 number 接触圧測定器(エアパック式）を使用した主要部分　 A main part of contact pressure measuring instrument use 学会名・掲載誌　A study group/ study magazine 掲載年月

1-122報 衣服の運動機能性を客観的評価として衣服圧を26点測定/姿勢8条件を二元配置分散分析で示す 日本繊維製品消費科学会Vol.65 No,4(2024/4)解説 p38～49 2024,4

1-121技資 https://www.pref.nara.jp/secure/281496/資料3_ソックスレッグ部_履き心地.pdf 奈良県産業振興総合センター研究報告　No,48　 2022 2022

1-120報 〇種のﾎﾟｰｽﾞ各〇秒間測定、測定部位14カ所 日本繊維製品消費科学会Vol.61 No,5(2020)報文 p49～58 2020,5

1-119報 利き手側の〇〇〇周辺部全体にφ20ｴｱﾊﾟｯｸを〇個を貼付け測定 日本繊維製品消費科学会Vol.61 No,4(2020)報文 p52～60 2020,4

1-118P発 ｴｱﾊﾟｯｸ（○型、及び○型）を用いて、ｳｴｽﾄ寸法より短いﾍﾞﾙﾄ（○～○％）を巻いて衣服圧を測定 日本家政学会大７１回大会 研究発表要旨集 ﾎﾟｽﾀ-発表/2P-52 p67 2019,5

1-117発 衣服圧を、直立・膝屈曲した脚型ﾏﾈｷﾝの10ヶ所測定 日本繊維製品消費科学会2019年年次大会・研究発表要旨 Ｃ－３ p43 2019,6

1-116P発 9種類の膝下丈の機能性靴下、４箇所の被服圧を測定し、各試料のﾊﾟｯｹｰｼﾞと比較 日本繊維製品消費科学会2019年年次大会・研究発表要旨 ﾎﾟｽﾀ/P-70 p174 2019,6

1-115P発 ｳｴｽﾄﾗｲﾝにはφ15のｴｱﾊﾟｯｸ、ﾍﾞﾙﾄの端にはT型のｴｱﾊﾟｯｸを使用 日本繊維製品消費科学会2019年年次大会・研究発表要旨 ﾎﾟｽﾀ/P-39 p118 2019,6

1-114報 ﾌﾞﾗﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ部の？部（T型ｴｱﾊﾟｯｸ）・？部（φ20ｴｱﾊﾟｯｸ）・？部（T型ｴｱﾊﾟｯｸ）の3ヶ所をそれぞれの形状のｴｱﾊﾟｯｸで測定。 日本繊維製品消費科学会Vol.60 No,3(2019)報文 p52～58 2019,3

1-113Pﾟ発 日本繊維製品消費科学会2018年年次大会・研究発表要旨 ﾎﾟｽﾀ/P-44 p167 2018,6

1-112Pﾟ発 爪先など6部位にエアパックの形状が、T型・φ15・φ20を使用して測定 日本繊維製品消費科学会2018年年次大会・研究発表要旨 ﾎﾟｽﾀ/P-42　p166 2018,6

1-111Pﾟ発 肩紐の左右、前中心の衣服圧測定。メーカーの着装法の方が衣服圧が○かった。 日本繊維製品消費科学会2018年年次大会・研究発表要旨 ﾎﾟｽﾀ/P-24 p157 2018,6

1-110報 右足、○ヶ所部位を椅座位で衣服圧測定。ﾉｰﾏﾙ靴下と,つまずき予防靴下を比較。○○部位では○hPaと非常に高い-実験後『○○が痛い』と感想 日本繊維製品消費科学会Vol.58 No,１１(2017)解説 p59～66 2017,11

1-109報 ｽﾄﾚｯﾁ性下衣の動的衣服圧計測。10名,下半身○カ所から得た約〇hPaと目安を得た・・・・ 日本繊維製品消費科学会Vol.58 No,10(2017)研究解説 p53～61 2017,10

1-108報 ｽﾄｯｷﾝｸﾞ・靴下の被服圧測定は静止状態。動的測定は運動機能性の評価が可能。 日本繊維製品消費科学会Vol.58 No,7(2017)解説 p32～37 2017,7

1-107解説 ｳｰﾙ靴下の衣服圧、下腿ﾀﾞﾐｰによる洗濯回数と衣服圧変化 日本繊維製品消費科学会Vol.58 No,8(2017)研究解説 p44～51 2017,8

1-106解説 ｽﾄｯｷﾝｸﾞ・靴下の被服圧測定は静止状態。動的測定は運動機能性の評価が可能。 日本繊維製品消費科学会Vol.58 No,7(2017)解説 p32～37 2017,7

1-105P発 膝回り4点を1秒間隔で測定。筋酸素動態を血液酸素ﾓﾆﾀBOM-L1TRW/ｵﾒｶﾞｳｪｰﾌﾞで測定 日本繊維製品消費科学会誌 2017年年次大会・研究発表要旨 P-34 p155 2017,6

1-104発 衣服圧：1秒毎/3回平均,12カ所,8種の姿勢 日本繊維製品消費科学会誌 2017年年次大会・研究発表要旨 P-29 p123 2017,6

1-103-2 http://www.aichi-inst.jp/other/up_docs/no179_02.pdf あいち産業科学技術総合センターニュース 2017,2

1-103発 ﾀｲﾂの被服圧の実測と予測。　*注意<確認要す>ｴｱﾊﾟｯｸφ20を使用でｴｱを1ml封入と記載→AMIﾃｸﾉ(ﾒｰｶｰ)仕様では約0.3ml又は,半分0.15mlである 日本繊維製品消費科学会誌 2017年年次大会・研究発表要旨 D-8 p66 2017,6

1-102報 健常者21～22歳７名。姿勢:立位、起座位。ｳｴｽﾄﾗｲﾝの右側の5部位 日本家政学会誌 Vol.67No,12　p682～691(2016)
抄録：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jhej/67/12/67_682/_article/-char/ja/

2016

1-101報 被験者16名。衣服圧測定部位はｳｴｽﾄﾗｲﾝ上の右側の5部位。姿勢は立位、椅坐位、仰臥位。ただし仰臥位問題ないこと確認。
日本家政学会誌 Vol.67No,1 　p1～13(2016)
抄録：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jhej/67/1/67_1/_article/-char/ja/

2016

1-100特許 http://www.iri-tokyo.jp/uploaded/attachment/1526.pdf 東京都立産業技術研究ｾﾝﾀ- 平成27年度版技術シーズ集 2015,11

1-99-4発 被験者20～30歳代20人、静止時と動作時で部位10点を計測 日本繊維製品消費科学会誌 2014年年次大会・研究発表要旨 E-24 p122 2014.6

1-99-3発 閉眼･開眼、姿勢変動中の脳波測定/アルファー波パワー 日本繊維製品消費科学会誌 2014年年次大会・研究発表要旨 C-15 p75 2014.6

1-99-2発 歩行動作する柔らかﾀﾞﾐｰに、計測部位にﾊﾟﾗｿﾙ型ｴｱﾊﾟｯｸが組み込んである 日本繊維製品消費科学会誌 2014年年次大会・研究発表要旨 C-1 p61 2014.6

1-99特許 https://www.iri-tokyo.jp/uploaded/attachment/3658.pdf 東京都立産業技術研究ｾﾝﾀ- 平成26年度 研究成果発表 2014.6

1-98P 日本家政学会第67回大会研究発表要旨集 2P-36 p54 2015,5

1-97報 繊維学会誌 Vol.70,No.6(2014) 2014.6

1-96発 体周囲5部位を,4強度別で腹部・背側・脇線上で測定 繊維学会予稿集2014 69巻1号(年次大会)　1P266 2014,6

1-95発 繊維学会予稿集2014 69巻1号(年次大会)　2C08 2014.6

1-94発 繊維学会予稿集2014 69巻1号(年次大会)　1P265 2014.6

1-93発 6部位の衣服圧を測定。その衣服圧と着心地官能量の相関関係を検討 繊維学会予稿集2013 68巻1号(年次大会)　3G06 2013.6

1-92P発 6部位の衣服圧を測定。その衣服圧で拘束性評価 繊維学会予稿集2013 68巻1号(年次大会)　2PB57 2013.6

1-91報 被験者12名、衣服圧の左右差、衣服圧と着用感、補正ﾊﾟｯﾄﾞ利用によるﾊﾞﾗﾝｽを衣服圧で観る 日本繊維製品消費科学会誌 第54巻第1号 p68～75 2013,1

1‐90-2論文 公開　 https://www.iri-tokyo.jp/joho/kohoshi/houkoku/h24/documents/r2415.pdf 東京都立産業技術研究ｾﾝﾀ研究報告 第7号,2012年 2012

1-90報 ｱﾊﾟﾚﾙ工業用○号ﾎﾞﾃﾞｨに○ｻｲｽﾞﾉｰﾏﾙﾀｲﾂを装着、衣服圧分布を計測し骨盤前傾ﾓｰﾒﾝﾄ算出し○であることを示唆 日本繊維製品消費科学会Vol.53 No,1(2012)報文 p51～56 2012.1

1-89-2報 10名の術側・健側の左右各10点をﾊﾟｯﾄﾞ有無で比較、ﾊﾟｯﾄﾞを使用すると全体的に○くなり、○側に偏って掛かり装着法を考慮する必要がある 日本繊維製品消費科学会Vol.52 No,10 別刷 p32～40 2011,10

1-89資 公開本文：　http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20110408_1.pdf 独立行政法人国民生活センター　報道発表資料　平成23年4月8日 2011.4

1-88発 帯位置を女性ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｽﾄと男性腰の2種で比較。衣服圧は５ｋPaと３ｋPaになるように調整 日本繊維製品消費科学会2011年年次大会・研究発表要旨集 P-21 p123 2011.6

1-87発 ベルト幅15・20・25cmの3種で行う。極度にきつく感じなく、ずれ難くいのは…? 日本繊維製品消費科学会2011年年次大会・研究発表要旨集 P-20 p122 2011.6

1-86発 乳がんで片方を全摘出・部分摘出8名の術側・健側各10点のﾊﾟｯﾄﾞ有無の比較 日本家政学会第63回大会研究発表要旨集 2F-1/146P 2011,5

1-85発 ○舞の所作は身体をねじる、腰を落とすなど○らしさを強調する動きが衣服圧の値が○い傾向 日本家政学会第63回大会研究発表要旨集 2P-65 p88 2011.5

1-84報 前腕以外では、加圧幅が○くなると圧感覚値が○くなり、○く感じた。特に○部は影響し易い。部位の圧感覚値の『大きい』『小さい』が２つに分
けられる。

日本繊維製品消費科学会Vol.52 No,3(2011)報文 p57～67 2011.3

1-83解 衣服圧の一般的な測定方法。衣服圧の相対比較できる方法。 日本繊維製品消費科学会Vol.52 No,3(2011)解説 p36～40 2011.3

1‐82報 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人22名、日本人20名、衣服圧は両国3種のﾌﾞﾗｼﾞｬｰの10部位を測定。ﾌﾞﾗｼﾞﾙ製より日本製が○く、特に○部が○かった。 日本繊維製品消費科学会Vol.51 No,11(2011)報文 p61～68 2010.11

1-81 若年女子10名と乳児ダミー（生後6ヶ月・7kg） 日本繊維製品消費科学会2010年年次大会・研究発表要旨集 P-9 p109 2010.6

1‐80 ６種の半身１０点を静止-動作の条件で１１名。衣服圧が○い試料と○い試料の評価が○かった。○名が歩幅が○cm○くなる。体脂肪は○し
危険率○％有意となる。

日本繊維製品消費科学会2010年年次大会・研究発表要旨集 P-7 p107 2010.6

1-79 衣服圧官能評価22歳6名7部位測定。各動作において、布地の○方向の○に依存する。 日本繊維製品消費科学会2010年年次大会・研究発表要旨集 C-18 p70 2010.6

1-78 衣服圧測定器の不確かさ、衣服圧の快不快感・着用感との相関は？ 日本繊維製品消費科学会2010年年次大会・研究発表要旨集 C-16 p68 2010.6

1‐77 衣服圧計測は皮膚に埋まりにくいエアパック式圧力センサーが一般的。部位別で快適に感じる衣服圧が異なる。標準体型のダミーで計測・評
価。

日本繊維製品消費科学会Vol.51 No,5(2010)解説 p42～46 2010.5

1-76 衣服圧を静立･屈曲・あぐら姿勢で前面・側面・後面の計12点を測定 日本家政学会第62回大会研究発表要旨集 3P-46/68P 2010.5

1‐75ﾉｰﾄ ﾀﾞﾐｰにてｴｱﾊﾟｯｸを取付,測定者9名×3回による測定値のばらつき±○hP,Ameasured in nine people three times.The unevenness of
measurements is ±?hPa

東京都立産業技術研究ｾﾝﾀ研究報告 第5号,2010年 http://www.iri-
tokyo.jp/joho/kohoshi/houkoku/h22/documents/n2234.pdf

2010.6

1-74  1,Different designthe same body. 2,Different bodily shape.3,Posture change.4,Breathing.5,Walking/1）異なるデザイン、同じ体で違い,2）同じガー
ドルは、異なる体形、3）姿勢変化、4）深呼吸、5）歩行時

The 10th Asian Textile Conference, September 7 – 9, 2009, Ueda, Japan 2009.9

1‐73 歩行モデルの立位など4動作の脚部装着圧、重量をました時の圧が予想○○○く、動作で○○○ことが明らかになった 日本家政学会第61回大会研究発表要旨集 3P-41 p80 2009.5

1‐72 主観申告にて衣服圧が大きいほど○感,○感,○感を感じる。比較的大きい○ｶｯﾌﾟにとって○が保たれ○ないﾒﾘｯﾄ 日本繊維製品消費科学会2009年年次大会・研究発表要旨 D-12/p173~174 2008.6

1‐71 上肢挙動をｴｱﾊﾟｯｸ式衣服圧で測定。皮膚表面が○い方がずれ易く、○年対象の設計の難しさを示唆An upper-limbs action is measured with
AIR PACK type clothes pressure.I suggest the difficulty of the design of a young person

日本繊維製品消費科学会2009年年次大会・研究発表要旨 A-16/p31~32 2008.6

1‐70
19~23歳の衣服圧10点測定、圧が高い試料は○のパッドで圧が低いのは容積○で○易い物であった 15 ten points of clothes pressure
measurement of 19~23,The pad that the sample that pressure is loud is rather thick、When a cup capacity is big, and there is elasticity,
pressure is low,

日本繊維製品消費科学会2009年年次大会・研究発表要旨 A-15/p29~30 2008.6

1‐69
ｿｯｸｽのふくらはぎをﾘﾆｱﾗｲｼﾞﾝｸﾞ法算出値より,ｴｱﾊﾟｯｸ測定法のφ20での測定値より…測定値誤差を考慮するとほぼ…Than rising method
calculation value linear with the calf of socks than measurements with φ 20 of the air pack mensuration…When consider measurements
error; almost…

繊維学会予稿集2009 64巻1号(年次大会)　3F19 2009.6

1‐68 【0021】エアパックセンサを生体に付け、姿勢変化での測定データにて機能提示 Attached an air pack sensor to the living body and it
functioned by the measurement data such as posture changes and explained it

Patent 特開2006-328602（P2006-328602A）http://www.j-tokkyo.com/2006/A41C/JP2006-328602.shtml 2006.12

1‐67 【0029】圧力センサ（エアパック）φ20を標準マネキンに取付け測定 Added pressure sensor (an air pack sensor) φ 20 to a mannequin and measured it. Patent 特開2006-225833（P2006-225833A）http://www.j-tokkyo.com/2006/A41B/JP2006-225833.shtml 2006.8

エアパック式接触圧計/圧・血流ｾﾝｻ/加圧ﾁｬﾝﾊﾞを使用/接触圧及び血流に関連した文献一覧  With an air pack-type contact pressure measuring instrument, it is a handlist of each people who studied it   (I include announcement of bloodstream concerned)

　分類   1-○；被服衛生/生理 Physiology  2-○；被服構成 Apparel studies   8-○；人間工学/科学 Ergonomics 　9-○；ｽﾎﾟｰﾂ Sports 　11-○；褥瘡/寝具関連　Pressure ulcer/Bedsore 　12-○；医療,看護,福祉 Medicine   16-○；接触圧計 Contact pressure meter 17-○；特許 patent 　　文献(報/報文･解/解説･発/研究発表･P/ﾎﾟｽﾀｰ発表・記/記事など）　*1-50～58は衣服圧研究会報告 *P発：ﾎﾟｽﾀｰ発表

Public presentation→ https://www.ami-tec.co.jp/excel/bunnkenn_list.pdf 及び xls、にて更新公開しています



1‐66 人体と同じ圧縮特性のウレタン樹脂を組み込んだ部位にセンサを着けた脚型ﾀﾞﾐｰ The leg type dummy which put on a sensor in the part that
incorporated the urethane resin of the compression characteristic same as the human body

東京都立産業技術研究ｾﾝﾀｰ 平成20年度研究発表会要旨集 p61 2008,6

1‐65 人体と同じ圧縮特性のウレタン樹脂を組み込んだ部位にセンサを着けた脚型ﾀﾞﾐｰ The leg type dummy which put on a sensor in the part that
incorporated the urethane resin of the compression characteristic same as the human body

日本繊維製品消費科学会2008年年次大会 C3 2008,6

1‐64 腹部,腰部,大腿部の22か所を立位→椅座位→立位の連動で衣服圧測定Clothes pressure measures abdomen, hips, 22 places of the femoral
region（By the interlocking movement of the standing position → seat → standing position）

日本家政学会第60回大会研究発表要旨集 2G-7 p197 2007,6

1‐63 金属板上のエアパックに編布で伸長と回復過程での過重と被服圧を同時測定 日本家政学会第60回大会研究発表要旨集 3A-4 p177 2008,6

1‐62-2特許
円周５００ｍｍの筒におむつを被せて、φ15のセンサ(エアパック）で測定 cover a pipe of circumference 500mm with a diaper and measure it
with a sensor (Air-pack) of φ 15

Patent 特許公開２００７－４４０８９ http://www.j-tokkyo.com/2007/A61F/JP2007-044089.shtml 2007,2

1‐62-1特許
φ15のセンサ(エアパック）でｳｴｽﾄ開口部の装着圧を測定 With a sensor (Air-pack) of φ 15, measure the wearing pressure of the waist
opening

Patent 特許公開２００７－４２９４１ http://www.j-tokkyo.com/2006/A61F/JP2006-042941.shtml 2007,2

1‐61 特許 高齢女性の腰部モデルにφ１５のエアパックで測定 Measured with a sensor (air-pack) of φ 15 by hips model of an old woman Patent 特許公開２００６－４３０６７ http://www.j-tokkyo.com/2006/A61F/JP2006-043067.shtml 2006,2

1‐60 快適な着用感をストッキングなどの踵部や足首の圧力値で効果を示す Explained a feeling of comfortable wearing with the calcaneal regions
such as stockings, the pressure value of the ankle

Patent 特許公開２００７－３１８６０ http://www.j-tokkyo.com/2007/A41B/JP2007-031860.shtml 2007,2

1‐59 ﾌﾞﾗｼﾞｬｰのカップ内、カップ台部の衣服圧測定 日本繊維製品消費科学会2007年次大会･要旨’07/6 A-21ｐ37~38 2007,6
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